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豪
洋
丞
こ
舛
名
作
万

１
１
‐
昭
和
十
八
年
六
月
疲
行

初
代
債
西
節
度
使
の
起
源
と
其
の
終
末
（
Ｔ
）
。

　
　
　

‐
－
よ
仰
葉
焉
誉
更
換
事
情
の
一
考
察
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐

　
　

藤

長

　
　
　
　
　
　
　
　

四

　

「
債
回
」
節
度
使
０
意
義
と
そ
の
初
期
の
活
動

　

先
に
も
注
意
し
て
置
い
た
置
治
通
鑑
開
元
三
年
十
一
月
０
條
の
張
孝
嵩
０
フ
ェ
ル
ガ
ナ
遠
征
に
は
、

　

張
孝
嵩
奉
使
廓
州
、
還
陳
位
西
利
害
、
請
往
察
其
形
勢
。

と
記
さ
れ
て
居
っ
て
債
所
な
る
文
字
が
現
れ
て
来
る
。
張
孝
嵩
は
か
く
し
て
玄
宗
の
許
可
を
得
て
四
方
に
出
で
た
の
で
あ
る
が
、
彼

が
盲
際
に
活
躍
し
た
の
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
方
面
で
あ
る
。
故
に
債
面
と
は
フ
ェ
ル
ガ
ナ
方
面
を
含
ん
で
居
る
事
が
先
づ
考
へ
ら
れ
て
く

第
二
〇
例
は
新
唐
書
ジ
ー
杜
逞
傅
で
あ
る
。

開
元
四
年
三
杜
声
・
以
院
察
御
史
覆
屯
債
西
、
會
安
西
副
鄙
護
卯
虔
堆
何
西
突
９
　
可
汗
阿
史
那
猷
鎖
守
使
劉
洞
慶
更
相
訟
、
詔
退
印

按
、
入
突
騎
施
帳
、
究
索
左
験
、
虜
以
金
遺
巡
、
逞
固
餅
、
左
右
曰
、
公
使
絶
域
、
不
可
失
戎
心
、
乃
受
焉
、
陰
埋
幕
下
、
已
出

１



聊

　

頃
、
乃
移
文
升
れ
之
、
突
風
大
心
円
厦
低
追
、
不
及
去
。

郭
虔
席
と
阿
史
川
訟
と
の
不
和
に
就
い
て
は
後
辿
す
る
、
此
の
場
合
杜
退
か
種
屯
し
た
嬉
西
は
極
に
て
漠
然
と
し
て
居
る
。
し
か
し

註
ご
す
べ
今
回
訟
守
使
・
口
腔
座
で
あ
る
。
什
ッ

趾
０
闘
に
付
い
て
居
る
、
訟
に
此
言
で
は
西
突
匠
副
に
汀
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
之
も
甚
だ
漠
然
と
し
た
呼
び
方
で
富
時
は
債
西
節
度

使
で
あ
る
。
對
突
騎
施
問
と
に
つ
い
て
仁
西
節
度
使
と
行
動
七
共
に
す
る
言
守
使
よ
先
つ
邱
斐
紅
守
使
を
措
い
て
他
に
な
い
。
碑
葉

蝸
守
使
と
記
さ
毎
に
目
ハ
ご
守
使
と
記
し
た
０
は
、
０
　
匹
４
　
び
四
突
灰
可
汗
四
語
よ
り
自
叫
０
事
と
愕
へ
た
か
ら
に
外
な
る
ま
い
。
か

く
し
て
蛸
酉
な
る
場
所
は
少
く
と
も
碑
低
及
び
西
突
風
と
密
接
な
口
係
あ
る
も
の
で
あ
心
事
が
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
例
は
資
治
通
糾
天
竃
十
二
杖
九
月
の
條
で
あ
る
。

　

北
庭
部
諧
程
千
里
追
阿
毎
し
よ
Ａ
胆
『

　

以
書
言
葛
緑
使
損
亡
、
阿
布
思
窮
迫
、
匹
萄
巡
祗
、
葛
元
祗
葉
圧
執
之
、
井
共
妻
子
院

　

下
、
激
千
人
洽
之
。

阿
布
思
に
就
い
て
は
同
～
に
、

　

天
］
十
『
』
非
二
川
ヽ
安
０
　
山
こ
～
回
歩
０
　
二
十
萬
ヽ
燈
契
０
　
’
汗
以
言
去
秋
之
浙
ヽ
初
突
所
阿
布
思
来
降
町

　

之
、
賜
姓
名
李
膳
Ｊ
、
累
巡
朔
方
印
度
副
使
、
賜
心
奉
信
王
『
。
隠
１
　
有
才
略
、
不
篤
安
４
　
山
下
、
４
　
山
恨
之
、
至
是
奏
請
、
献
巾
－

　

帥
同
４
　
吸
萬
騎
、
輿
悟
県
契
丹
″
献
忠
恐
狐
禄
山
所
害
、
白
留
後
張
暉
躍
奏
愉
不
行
、
障
不
許
、
訟
忠
乃
帥
所
部
、
大
掠
倉
庫
、

　

叛
肝
漠
北
、
有
山
逢
頓
兵
不
進

と
あ
り
ヽ
冊
府
元
鉛
に
特
は
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
‘
い
↑
‘
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｐ

’
天
資
十
三
載
、
程
千
里
拡
叛
隋
阿
布
思
、
阿
布
思
九
姓
首
領
也
。

-
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と
あ
る
・
彼
は
十
二
載
０
夏
五
月
に
は
回
礼
の
破
る
所
と
な
り
ヽ
安
祇
山
は
其
の
部
下
を
誘
っ
て
降
ら
し
め
た
。
峰
山
０
精
兵
は
之

よ
り
強
く
な
っ
た
と
云
ふ
。
川
総
に
破
ら
れ
其
の
部
下
の
背
叛
等
の
篤
に
流
石
の
彼
も
力
畳
き
た
０
で
あ
ら
う
。
九
月
に
は
北
庭
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

護
の
程
千
里
及
び
葛
復
縁
に
捕
へ
ら
れ
る
事
に
な
る
。
此
の
場
合
の
債
西
も
極
め
て
解
群
し
難
い
。
葛
漸
総
の
住
地
は
大
ア
ル
タ
イ

の
所
麓
カ
ラ
イ
ケ
ｙ
イ
と
か
ら
西
方
に
跨
っ
７
居
る
こ
附
心
サ
。
葛
準

は
三
姓
葉
誕
と
梱
し
て
居
た
。
阿
布
思
を
捕
へ
た
葉
誕
は
此
の
三
姓
葉
誕
の
意
味
に
相
迂
な
い
。
貿
治
通
鑑
天
宜
十
二
載
九
月
甲
寅

の
條
に
は
、

　

加
葛
蕩
緑
葉
誕
頓
晩
伽
開
府
混
同
三
司
、
賜
窮
金
山
王
。

と
あ
り
ヽ
金
山
王
の
賜
附
か
ら
し
て
も
金
山
方
面
に
携
っ
て
居
た
事
は
疑
へ
な
い
。
更
に
新
唐
書
回
礼
傅
に
は
廷
州
以
西
の
諸
突
朕

が
彼
等
を
甚
だ
恐
れ
て
居
だ
事
を
述
べ
て
居
る
。
し
か
ら
ば
葛
選
緑
は
北
廷
州
よ
浦
西
の
方
に
か
な
り
な
勢
力
を
及
ぼ
し
て
居
だ
の

で
あ
ら
う
。
程
千
里
が
北
庭
を
出
で
χ
阿
布
思
を
追
ひ
、
葛
蕩
緑
に
相
庖
ぜ
し
め
た
０
は
か
や
う
に
北
庭
以
西
に
於
け
る
葛
濯
緑
の

勢
力
を
利
用
し
た
も
の
に
相
違
な
い
。
債
１
　
と
云
ふ
の
は
此
の
場
合
に
も
や
は
り
北
庭
の
西
方
を
指
し
て
居
る
０
で
あ
る
。

　

此
等
の
他
に
債
所
な
る
語
を
拾
へ
ば
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
幾
多
の
例
を
諸
記
録
に
兄
出
す
事
が
出
洙
る
。
し
か
し
今
は
か
ｘ

る
煩
雑
な
手
鉛
を
や
め
最
も
時
代
の
近
接
し
た
以
上
の
三
例
に
止
め
る
。

　

兎
に
角
右
の
三
例
に
よ
っ
て
、
朧
げ
な
が
ら
債
所
と
は
北
庭
０
西
方
砕
葉
方
面
か
ら
フ
ェ
ル
ガ
ナ
方
面
ま
で
を
も
含
む
事
が
剛
か

に
な
っ
た
。
債
西
節
度
使
の
管
轄
範
圖
も
此
よ
り
自
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
節
度
〔
北
庭
安
西
〕
已
西
諸
蕃
國
と
砧
西
節
度
使
と
は
全

く
そ
０
内
容
を
根
本
的
に
一
に
す
る
。
低
西
な
る
語
と
共
に
、
唐
代
の
諸
史
料
に
散
見
す
る
の
は
債
北
・
征
南
等
の
語
で
あ
る
。
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

7
5

　

北
債
南
は
後
世
の
漠
北
に
雨
と
同
気
に
用
ぴ
ら
れ
て
居
る
・
彭
は
云
ふ
ま
で
も
た
く
ゴ
ビ
の
大
沙
漠
で
あ
ら
う
・
唐
台
要
心
七
安
北

-３-



６

那
辺
府
０
條
を
見
る
と
、
副
朔
三
年
二
‐
～
五
日
０
下
に
詣
沁
、
雲
中
川
郡
辺
府
ク
設
置
を
述
べ
て
。

　

掲
以
俵
篤
界
、
砧
北
諸
石
州
悉
隷
前
沁
、
碩
南
並
隷
雲
中
。

と
あ
る
、
‥
心
れ
已
北
・
０
　
所
の
傾
国
を
示
し
て
最
も
明
催
な
も
の
で
あ
ら
う
。
頑
西
な
る
語
は
結
局
此
と
類
屡
漬
と
考
へ
れ
ば
よ
い
。

ゴ
ビ
の
沙
漠
の
西
方
」
優
に
し
て
唐
０
勢
力
の
及
ん
だ
範
圈
、
そ
れ
が
砧
回
の
語
の
含
む
意
味
に
相
違
な
い
。
ぷ
盾
代
の
西
域
・
は
満
代

の
西
域
と
は
若
干
範
圖
が
異
っ
て
居
る
。
尚
代
０
西
域
は
薦
の
意
味
で
は
漢
の
勢
力
の
及
ん
だ
の
は
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
あ
っ

た
。
特
に
東
ト
ル
午
ス
タ
ン
は
西
域
那
護
が
駐
在
し
て
畳
々
と
し
て
そ
の
経
略
に
任
じ
て
居
だ
。
。
淡
の
勢
力
は
か
な
り
此
０
方
面
に

浸
透
は
し
た
が
、
北
方
に
は
匈
奴
鳥
孫
の
勢
力
が
あ
り
。
天
山
以
北
０
地
は
決
し
て
そ
０
支
配
下
に
は
入
っ
て
居
な
か
っ
た
。
唐
は

此
０
諧
若
干
相
違
す
る
も
０
が
あ
る
。
太
宗
は
貞
観
十
川
年
高
昌
國
の
滅
亡
印
ち
西
州
の
創
建
と
ほ
ゞ
同
時
に
、
廷
州
に
北
庭
都
護

府
を
問
設
し
か
。
高
宗
代
の
回
突
販
の
動
揺
に
乗
じ
て
は
逐
に
倅
葉
方
面
ま
で
鎖
守
役
を
置
く
や
う
に
た
っ
た
。
か
く
し
て
唐
は
そ

の
初
期
か
ら
し
て
天
府
北
路
方
面
に
着
竃
に
支
配
朧
を
確
保
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
い
は
ｖ
唐
は
天
山
の
両
側
に
二
大

祁
辺
府
七
ほ
き
、
相
互
に
唇
歯
の
迂
絡
も
っ
て
西
域
純
茫
茫
完
成
し
て
行
か
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
此
の
活
動
範
圖
は
確
に
漢
代

と
は
異
っ
て
居
る
。
尚
代
の
西
域
な
る
語
は
そ
の
ま
ｘ
で
は
唐
代
に
は
概
念
的
に
は
一
致
し
た
い
。
低
西
な
る
語
は
か
万
っ
場
合
に

極
め
て
適
富
な
も
の
と
し
て
登
場
し
て
来
る
。
唐
代
の
債
西
節
度
使
は
一
見
漢
代
の
西
域
部
毘
に
似
て
・
、
し
か
も
内
容
に
於
て
は
よ

り
大
き
な
任
務
と
よ
り
大
き
な
支
配
圈
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
松
田
聯
士
は
低
西
な
る
語
を
［
西
域
］
位
０
　
漠
然
た
る
意
味
と

解
せ
ら
れ
た
。
此
の
解
祥
は
決
し
て
誤
っ
て
ば
居
な
い
け
れ
ど
も
、
よ
り
適
確
に
言
へ
ば
右
ｏ
如
き
解
祥
を
根
板
と
し
て
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

さ
て
前
盤
０
如
く
開
元
元
年
に
阿
史
那
犀
・
の
値
頃
は
三
分
さ
れ
た
、
常
時
０
能
勢
は
北
庭
方
面
に
突
獣
侵
寇
の
憂
あ
り
、
南
方
河

-

４
-



　
　

酉
。
で
ヽ
ヽ
Ｉ
ル
方
面
に
は
吐
蕃
０
活
動
０
恐
が
め
っ
た
。
然
し
て
西
突
獣
の
故
地
に
は
未
だ
突
騎
施
潰
滅
後
の
動
橋
が
縦
い
て
居
る
。

　
　

此
等
三
方
面
の
不
安
を
考
へ
る
と
此
に
そ
れ
ぐ
對
抗
す
る
所
の
機
開
及
び
統
轄
の
機
開
に
専
任
の
人
物
を
持
っ
て
来
だ
の
は
富
然

　
　

の
事
で
あ
る
。
此
の
處
置
は
翌
開
元
二
年
の
諸
事
件
に
よ
っ
て
兪
Ｔ
爰
富
な
る
事
が
認
め
ら
れ
て
来
る
。

　
　
　

開
元
二
年
０
二
月
に
原
啜
の
北
庭
攻
撃
か
お
り
、
都
誕
の
郭
虔
躍
が
死
守
し
灸
事
は
再
度
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
叉
茲
に

　
　

は
繰
返
す
事
は
避
け
る
。
回
突
厭
方
面
の
動
播
は
都
楯
０
叛
に
よ
っ
て
表
面
化
し
た
。

　
　
　

未
幾
擢
獣
債
回
節
度
使
、
十
姓
部
落
部
首
叛
、
献
撃
斬
之
、
傅
首
‥
四
下
、
収
砕
菌
以
西
帳
落
三
萬
内
附
、
璽
書
嘉
慰
、
葛
蕩
裕
・

　
　
　

胡
屋
・
鼠
尼
施
三
姓
已
内
属
、
焉
獣
啜
侵
坤
以
駄
篤
定
遠
道
大
總
管
、
妾
北
廷
部
政
湯
嘉
恵
等
特
輿
皿
墟
び

　
　

此
の
文
は
年
月
を
記
さ
な
い
１
　
に
種
々
の
誤
解
を
生
じ
や
す
い
。
部
首
ｏ
叛
は
通
鑑
で
は
開
元
二
年
三
月
の
條
に
、

　
　
　

回
突
阪
十
姓
酋
長
部
首
叛
。
三
月
己
亥
債
西
節
度
使
阿
史
那
訟
克
砕
葉
等
鎖
、
拡
斬
都
首
、
降
其
部
落
二
萬
飴
帳
。

　
　

と
あ
る
。

　
　
　

所
が
冊
府
元
諭
皿
帥
心
立
班
十
ぺ
に
は

‐

　
　

阿
史
那
献
篤
北
庭
大
部
護
諭
海
軍
使
、
開
元
二
年
臭
突
織
部
俯
首
、
訟
于
間
下
、
弁
檎
其
撃
及
胡
裕
等
部
落
五
萬
節
帳
内
借
。

　
　

と
あ
る
。
前
述
の
如
く
開
元
元
年
に
は
北
庭
都
護
は
郭
虔
珊
に
譲
ら
れ
た
か
ら
、
此
の
文
で
常
時
阿
史
那
献
が
北
庭
都
護
で
あ
る
と

　
　

す
る
の
は
誤
っ
て
居
り
、
や
は
り
通
鑑
の
如
く
欲
西
節
度
使
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　

そ
れ
は
さ
て
お
き
資
治
通
鑑
考
異
に
よ
る
『
玄
宗
の
｛
食
録
｝
に
は
開
元
二
年
九
月
乙
卯
に
胡
緑
屋
闘
及
び
首
領
等
一
千
三
十

　
　

一
｀
人
が
来
降
せ
る
事
を
傅
へ
、
右
の
冊
府
元
抱
の
記
載
と
一
致
ず
べ
き
胡
裕
屋
二
萬
賠
帳
の
内
借
乍
同
年
十
月
庚
辰
と
し
、
叉
阿
史

７

　

那
献
が
都
植
を
批
へ
た
の
を
同
年
三
月
、
首
を
閥
下
に
致
し
た
の
を
六
月
に
か
け
て
居
た
と
云
ふ
。
此
に
賓
禄
の
記
載
は
信
じ
て
よ

５－



″?卜

ぶり

い
で
あ
ら
う
。
部
ぐ
が
如
何
ド
つ
祁
に
凪
し
て
は
・
ご
か
は
今
直
ち
に
は
知
り
難
い
。
し
ぶ
し
前
揚
通
鑑
に
は
「
降
其
部
落
二
萬
節
帳
」

士
叩
べ
冊
府
元
追
七
ブ
穴

　
１
　
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

Γ
Ｉ

　

一
Ｊ
Ｆ
－
ｊ
”
ｊ

　

「
回
元
二
乍
」
十
月
胡
縁
側
二
萬
帳
詣
非
紐
門
唱
。

と
あ
る
。
胡
赤
川
は
剖
４
　
星
ｏ
の
で
あ
ｏ
咄
陸
部
に
唱
し
て
居
る
。
通
鑑
ｏ
記
事
は
叛
服
平
定
の
結
柴
を
直
に
述
べ
た
狐
に
、
十
月

の
胡
祗
屋
内
凪
の
事
件
を
三
月
０
條
に
入
れ
た
ら
ｏ
で
あ
ら
う
。
鄙
蛤
が
碑
葉
で
平
定
さ
れ
た
所
を
兄
る
と
、
其
の
支
配
範
関
は
弩

失
１
　
方
面
に
心
若
卜
及
ん
で
居
だ
と
老
へ
て
も
差
支
へ
た
い
。
新
唐
書
西
突
以
傅
に
平
定
の
結
果
と
し
て
、
「
敗
砕
葉
以
西
帳
落
三
萬

内
附
」
と
あ
る
の
は
、
此
の
支
配
下
に
め
っ
か
部
落
が
内
ぶ
し
た
の
を
示
す
べ
く
、
従
っ
て
冊
府
元
辿
将
帥
部
立
功
篇
の
記
載
は
、

此
の
部
始
支
配
下
の
砕
葉
東
西
の
部
落
を
薗
て
阿
史
那
献
が
接
牧
し
か
事
を
物
語
っ
て
居
る
と
思
ふ
。
故
に
總
じ
て
「
作
抗
其
撃
及

胡
４
　
等
部
落
五
萬
除
帳
内
凪
」
陪
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

以
上
り
や
う
に
解
す
れ
ば
新
唐
書
の
文
は
一
面
的
な
記
栽
で
は
あ
っ
て
も
尚
充
分
に
正
し
い
の
で
あ
る
。
松
川
學
士
は
「
碑
葉
以

西
帳
落
三
萬
内
福
」
を
「
砕
望
以
東
云
々
」
白
浜
と
し
て
解
せ
ら
れ
た
が
其
の
必
要
は
少
し
も
な
い
。
尤
も
氏
が
碑
葉
以
西
は
突
騎

施
の
根
球
地
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
ふ
の
は
Ｉ
賜
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
常
時
は
未
だ
突
騎
施
は
混
趾
状
態
に
あ
り
、
辞

葉
以
西
０
地
に
安
定
せ
る
中
心
勢
力
は
出
現
し
て
居
な
い
。
此
０
事
は
後
に
更
に
詳
述
す
る
所
あ
る
で
あ
ら
う
。

五

　

十
姓
可
汗
阿
史
那
限
説
の
批
判

　

さ
て
愈
よ
本
諭
の
中
心
た
る
問
。
几
七
半
の
十
姓
可
汗
の
問
題
に
立
入
ろ
の
で
あ
る
が
、
之
に
就
い
て
０
藤
ｍ
博
士
・
大
谷
教
授
等

四
説
信
共
に
本
文
胃
頭
に
辻
べ
九
如
く
松
田
學
士
に
よ
っ
て
振
せ
ら
れ
て
居
る
。
其
の
批
判
は
充
分
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
今
自

６-



分
が
茲
で
蛇
足
を
加
へ
る
必
要
は
な
か
ら
う
。
松
田
學
士
は
代
っ
て
此
０
十
姓
可
汗
を
阿
史
那
献
と
見
倣
す
説
を
提
唱
せ
ら
れ
た

　

③
が
、
今
で
は
定
説
化
さ
れ
た
観
あ
り
後
に
之
に
對
し
て
異
説
は
腿
表
せ
ら
れ
て
居
な
い
。
自
分
は
遺
憾
な
が
ら
松
田
學
士
の
説
に
従

ひ
得
ず
、
之
を
突
騎
施
の
蘇
緑
と
考
へ
る
０
で
、
以
下
其
０
理
由
を
述
べ
て
見
よ
う
。
順
序
と
し
て
先
づ
氏
の
主
張
の
吟
味
か
ら
始

め
た
い
。

　

阻
史
那
飢
を
十
姓
可
汗
と
呼
び
な
す
記
事
は
年
代
的
に
は
景
龍
二
年
を
以
て
最
初
と
す
る
。
常
時
突
騎
施
可
汗
０
娑
葛
は
亡
父
烏

質
勒
０
部
将
阿
史
那
間
啜
忠
節
と
不
和
で
、
間
啜
は
篤
に
郭
元
振
０
處
置
に
よ
っ
て
河
西
方
ぽ
へ
隨
ら
ん
と
し
た
。
所
が
閥
啜
は
途

中
播
仙
城
経
略
使
周
以
悌
と
遇
ひ
、
共
の
奨
め
に
よ
り
唐
廷
に
勢
を
振
っ
て
居
た
宗
焚
客
に
賂
し
、
娑
葛
を
討
た
ん
と
し
て
準
備
し

た
。
茲
に
至
っ
て
娑
葛
も
自
術
０
篤
胆
然
起
た
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
大
軍
を
亭
ゐ
て
安
西
方
面
に
出
勤
し
、
閥
啜
及
び
之
を
立
て

る
篤
に
特
涙
さ
れ
た
賃
御
史
中
丞
馮
嘉
賓
を
捕
へ
、
安
西
副
那
護
の
牛
師
冥
を
火
焼
城
に
陣
歿
せ
し
め
て
安
西
の
道
を
断
っ
だ
。
是

に
就
い
て
蕉
唐
書
ぺ
八
郭
元
振
傅
に
は
次
の
如
く
記
し
て
居
る
。

　

〔
宗
〕
楚
客
叉
奏
請
、
周
以
悌
代
元
振
統
衆
、
徴
元
振
将
陥
之
、
使
阿
史
那
訟
十
姓
可
汗
、
置
軍
焉
香
、
以
取
娑
葛
、
娑
葛
遺
元

　
　
　

振
書
曰
、
冥
漢
本
来
無
悪
、
只
特
於
圓
・
啜
、
而
宗
伺
書
取
図
綴
金
、
頴
擬
破
奴
部
落
、
馮
中
丞
牛
都
護
相
次
而
米
、
奴
等
壹
坐
受

　
　
　

死
、
反
問
史
獣
欲
米
、
徒
綴
乱
軍
州
、
恐
未
有
寧
日
・
、
乞
大
使
商
量
売
血
、
元
振
奏
娑
葛
鴛
、
楚
客
怒
、
奏
言
元
振
有
異
圖
、
元

　
　
　

振
使
典
子
鴻
間
道
奏
共
状
、
以
悌
竟
得
罪
流
于
白
州
、
復
以
元
振
代
以
悌
、
赦
・
娑
葛
罪
、
冊
篤
十
四
姓
可
汗
ご
尤
振
奏
儒
、
西
土

　
　
　

未
寧
、
事
置
安
撫
、
逗
逞
不
敢
鯖
京
師
、
付
票
客
等
洙
。

　
　

此
の
文
０
最
初
の
宗
楚
官
０
處
置
は
Ｉ
見
總
て
が
完
全
に
賓
際
に
行
は
れ
た
が
如
く
見
え
る
で
あ
ら
う
。
周
以
悌
を
以
て
郭
元
振
に

四

　

代
へ
る
０
は
、
後
に
’
「
復
元
振
を
以
て
以
悌
に
代
へ
た
」
と
あ
る
か
ら
事
賓
行
は
れ
た
が
如
く
に
も
見
え
る
。
し
か
し
元
振
は
此
の

７
-
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場
合
に
罷
免
さ
れ
て
も
直
に
長
安
へ
と
婦
っ
だ
の
で
は
な
い
。
其
０
子
鴻
を
し
て
間
道
よ
り
上
奏
せ
し
め
た
り
、
事
件
落
着
後
も
逗

　
　

留
し
て
京
帥
に
釦
せ
ざ
る
事
が
特
記
さ
れ
て
限
る
の
を
見
る
と
、
彼
は
依
然
と
し
て
疎
勒
乃
至
は
安
西
方
面
に
居
っ
て
動
か
た
か
っ

　
　

た
ら
し
い
。
元
振
を
徴
し
て
将
に
陥
壮
ん
と
し
た
し
’
あ
る
０
は
此
の
吉
愉
を
史
に
明
か
に
す
る
。
か
く
１
　
へ
て
来
る
と
、
阿
史
那
隠

　
　

が
１
　
姓
可
汗
に
任
せ
ら
れ
た
の
も
之
と
同
様
に
事
竃
と
し
て
は
疑
は
し
く
ノ
恨
令
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
事
竃
・
と
し
て
も
、
軍
を
焉
１
　
に

　
　

置
い
て
娑
葛
を
取
る
事
だ
け
は
企
く
行
は
れ
な
か
っ
た
と
兄
て
｝
よ
い
。
娑
葛
は
卯
元
振
へ
の
報
告
に
、
「
反
聞
阿
史
那
鰍
欲
来
、
徒

　
　

擾
吼
州
車
、
恐
未
有
寧
日
」
と
云
０
　
、
が
る
が
故
に
訟
の
。
来
ら
ざ
る
前
に
「
乞
大
使
商
量
處
幽
」
と
述
べ
て
居
る
で
は
な
い
か
。
結

　
　

局
之
等
は
總
て
宗
楚
客
一
恢
０
計
書
だ
け
の
話
ご

　
　

な
い
。
故
に
阿
史
那
訟
が
景
慰
元
年
に
十
姓
可
萍
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
尚
疑
問
と
そ
れ
は
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

次
に
前
に
も
引
用
し
た
が
新
唐
申
‥
ぎ
一
札
疋
傅
に
よ
紅
は
、
杜
差
が
開
元
叫
年
に
監
察
御
史
を
以
て
債
囲
に
覆
屯
し
た
時
、
安
西

　
　

ｓ

佃
部
諾
郭
虔
願
と
西
突
阪
可
汗
阿
史
那
献
と
が
不
和
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。
開
元
四
年
は
阿
史
那
訟
は
債
西
節
度
使
で
あ
り
、
西
突
威

　
　
　

一

可
汗
と
栃
さ
る
べ
忿
理
由
は
な
い
。
ロ
ハ
前
に
倫
討
し
か
全
店
文
白
制
詔
に
よ
り
、
彼
が
肢
ハ
昔
亡
可
汗
の
俗
啓
を
其
の
ま
ゝ
鱈
承
し
来

っ
た
事
は
推
測
出
来
る
。
彼
が
興
に
‐
亡
。
・
－
町
汀
に
だ
っ
た
の
に
批
心
二
年
一
ブ
い
る
が
、
此
の
柵
碗
は
祖
父
悩
射
、
父
元
庖
の
そ
れ
を
・
聯

い
た
も
の
で
あ
る
。
賞
際
北
ハ
の
富
時
末
｛
突
い
施
Ｉ
言
仰
は
可
汀
貿
を
血
ハ
ヘ
ら
れ
て
叫
な
い
の
で
あ
ろ
か
ら
、
円
突
威
可
汗
『
二
竹
す

ベ
キ
ー
は
阿
史
郎
訟
よ
り
他
に
な
い
。
新
唐
Ｉ
の
細
片
は
献
し
系
統
、
常
時
ｏ
状
勢
よ
り
し
て
漫
然
と
彼
を
西
宮
。
に
ぺ
可
汗
と
呼
び
な
し

た
の
で
あ
ら
う
・
し
か
し
か
よ
り
呼
槌
は
決
し
て
正
躍
な
も
の
で
は
な
い
。
敗
に
同
事
件
を
記
し
か
新
膚
エ
ン
ド
郭
虔
川
竹
に
は
。

　

瞎
王
篤
安
西
都
誰
、
詔
虔
増
典
安
撫
招
慰
十
姓
可
汗
使
阿
史
那
獣
散
持
異
。

と
あ
っ
て
、
全
く
別
な
栴
琥
を
員
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。
仝
唐
文
の
制
詔
で
は
「
招
慰
十
姓
」
と
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
新



　
　

唐
書
は
勿
卒
に
招
慰
十
姓
を
「
安
撫
招
慰
十
姓
可
汗
使
」
と
な
し
た
の
で
あ
ら
う
。
１
　
姓
可
汗
は
開
元
七
年
以
後
は
明
か
に
蘇
録
で

　
　

あ
る
か
ら
、
新
唐
書
は
此
の
蘇
祗
を
招
撫
す
る
職
掌
者
と
し
て
阿
史
那
獣
を
理
解
し
た
も
の
ら
し
い
。
盲
際
に
阿
史
那
献
の
任
務
は

　
　

蘇
録
を
制
御
す
る
事
で
あ
っ
た
鮎
よ
り
し
て
も
、
新
唐
書
０
此
の
解
憚
は
一
良
尤
も
な
次
第
で
あ
る
が
、
是
も
決
し
て
正
躍
な
官
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

　
　

と
見
倣
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

　
　
　

只
此
處
に
一
つ
、
資
治
通
鑑
開
元
五
年
の
條
に
、

　
　
　

突
騎
施
貧
長
左
羽
林
大
将
軍
蘇
祗
部
衆
浸
彊
、
雖
職
貢
不
乏
、
陰
有
窺
洽
之
志
、
五
月
十
姓
可
汗
阿
史
那
獣
欲
良
葛
蒲
祗
兵
撃
之
、

　
　
　

よ
不
許
。

　
　

な
る
注
意
す
べ
き
十
姓
可
汗
の
例
が
出
て
来
る
。
此
の
記
載
は
何
９
　
疑
問
を
挾
む
鯨
地
は
な
い
や
う
に
見
え
る
。
し
か
し
資
治
通
鑑

　
　

の
史
獣
に
開
し
て
０
理
解
は
皆
は
充
分
と
は
言
へ
な
い
が
０
が
あ
る
。
。
開
元
七
年
の
砕
葉
銀
の
提
棄
諮
唐
の
西
域
経
営
に
と
っ
て
大

　
　

き
な
事
件
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
通
鑑
に
は
二
百
も
記
す
所
が
な
い
。
通
鑑
が
蘇
祗
を
可
汗
に
見
倣
さ
な
か
っ
た
０
は
正
し
い
。

　
　

し
か
し
献
を
共
の
故
に
直
ち
に
十
姓
可
汗
と
し
た
０
は
、
結
局
新
唐
書
と
同
様
０
漫
然
た
る
記
載
咄
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臆
測

　
　

的
で
は
あ
る
が
、
通
鑑
は
十
姓
可
汗
を
阿
史
那
獣
０
み
と
考
へ
て
し
ま
っ
た
１
　
に
、
砕
葉
鎬
拠
棄
の
際
０
十
姓
可
汗
を
９
　
は
ざ
る
を

　
　

得
ず
、
此
の
問
題
に
開
す
る
記
録
を
オ
ミ
ッ
ト
し
て
し
ま
っ
だ
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
娑
葛
の
景
雲
中
に
於
け
る
戦
歿
後
、
唐
朝
は

　
　

未
だ
蘇
祗
の
西
突
賤
十
姓
に
於
け
る
可
汗
位
を
認
め
て
居
な
い
。
此
の
時
に
唐
が
絹
提
回
復
の
・
篤
差
泣
ば
し
た
阿
史
那
献
が
水
蕃
の

　
　

地
に
・
於
い
て
の
活
動
よ
り
し
て
、
一
浪
に
西
突
欧
の
可
汗
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
０
は
極
め
て
富
然
の
事
と
言
は
た
け
れ
ば
な
ら

　
　

ぬ
。
西
突
以
可
汗
と
か
十
姓
可
汗
と
か
云
ふ
や
う
な
栃
凱
は
っ
ま
り
は
彼
の
活
動
か
ら
し
て
不
用
意
に
史
家
に
漠
然
と
用
ひ
ら
れ
た

沢

　

も
の
に
他
な
る
ま
い
。

９-
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さ
れ
ば
此
等
の
理
由
に
よ
る
限
り
、
問
元
七
年
０
十
姓
可
汗
を
阿
史
那
献
な
り
と
兄
倣
す
０
は
決
し
て
成
立
し
な
い
こ
と
に
な

る
。
ト
姓
可
汗
闘
圖
は
か
う
し
て
Ｉ
切
白
紙
に
ぶ
元
す
る
。
そ
こ
ひ
次
に
研
に
十
姓
可
汗
を
突
騎
施
蘇
緑
と
見
倣
す
愚
説
を
述
べ
て

兄
Ｉ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

十
姓
可
汗
突
に
施
球
帰
次
ｏ
提
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤
・

　

松
田
學
士
は
突
騎
岫
可
汗
は
十
四
姓
可
汗
と
言
は
れ
た
か
ら
十
姓
可
汁
と
秘
さ
れ
る
筈
は
な
い
と
せ
ら
れ
た
。
・
前
に
引
用
し
た
新

唐
害
郭
元
振
０
　
の
一
句
に
も
記
さ
札
た
る
如
く
、
突
特
価
可
汗
の
娑
葛
は
余
心
。
年
の
事
件
後
十
四
姓
可
汗
に
冊
立
せ
ら
れ
た
。
之

が
常
時
娑
葛
０
統
胆
し
て
‥
…
Ｊ
だ
姓
撒
に
基
く
事
は
更
め
て
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
松
川
學
十
は
酉
突
脱
十
姓
０
中
突
騎
施
を
貿
黒
二
姓

に
分
ち
葛
題
録
の
三
姓
七
入
れ
て
ヤ
川
姓
に
以
へ
ら
且
た
。
‥
七
は
大
胆
に
於
い
て
誤
な
い
で
あ
ら
う
。
唯
私
兄
七
以
て
す
れ
ば
黄
黒

二
姓
を
数
へ
る
の
は
少
し
く
疑
問
が
あ
る
。

　

新
店
申
‥
酉
突
吸
筒
に
は
葎
祗
０
晩
年
０
事
と
し
て
、
晩
年
愁
毎
不
聊
、
故
両
作
柄
留
不
分
、
下
始
貳
矣
、
叉
病
風
、
一
支
摯
、
不

　

事
事
、
於
是
大
竹
鎖
莫
賀
迪
子
都
摩
支
二
部
方
盛
、
而
種
人
白
訓
娑
葛
後
石
、
篤
黄
姓
、
蘇
祗
部
認
黒
姓
、
犯
相
持
讐
、
俄
莫
賀

　

注
干
・
郡
摩
支
夜
攻
休
録
殺
之
。

と
あ
る
。
莫
賀
達
于
・
部
摩
支
の
察
ゐ
る
二
部
の
種
人
が
自
ら
娑
葛
の
後
黄
姓
と
栃
し
か
と
云
ふ
の
は
、
此
の
時
に
初
め
て
黄
姓
が

湿
姓
か
ら
叫
縮
に
親
別
や
ら
れ
た
事
を
示
し
て
回
ヽ
。
罵
唐
書
西
突
鶯
他
は
、

　

薩
録
考
突
騎
施
別
種
也
。

ど
云
ひ
、
や
は
り
蘇
録
晩
年
の
事
と
し
て
、
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有
大
首
領
莫
賀
達
干
部
摩
度
雨
部
落
最
狐
強
盛
、
百
僻
又
分
狐
黄
姓
黒
姓
両
種
、
互
相
持
阻
。

と
云
っ
て
居
る
が
、
共
に
頴
唐
書
西
突
頴
協
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
此
等
は
旧
姓
の
雇
別
と
云
ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
そ
う
反
口
が
蘇
祗

の
晩
年
に
飴
ま
っ
だ
事
を
示
し
て
居
る
が
、
少
く
と
も
そ
れ
は
採
祗
０
時
代
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。
娑
葛
は
父
の
烏
質
勒
の
後

を
倫
ぎ
突
騎
施
の
全
盛
時
代
を
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
富
時
黒
姓
た
る
蘇
録
の
部
は
「
突
騎
施
の
別
種
」
と
し
て
極
め
て
微
々
た
る

存
在
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
娑
葛
の
時
代
に
突
騎
施
を
ニ
姓
と
兄
る
の
は
爰
富
性
を
訣
い
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
し
か
ら
ば
突
騎

施
を
一
姓
と
す
れ
ば
何
を
以
て
他
０
一
姓
に
数
へ
る
・
か
。
自
分
は
咽
劾
を
以
て
此
の
一
姓
に
密
て
た
い
と
田
心
ふ
。
咽
劾
も
葛
黄
祗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

同
様
三
姓
よ
り
成
っ
て
ば
居
る
。
し
か
し
彼
に
於
い
て
は
共
の
組
織
は
葛
蒲
。
録
等
に
比
す
る
と
頗
る
小
さ
い
。
さ
れ
ば
是
を
一
姓
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　

⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

見
倣
し
て
も
差
支
な
い
で
あ
ら
う
。
娑
葛
は
葛
蕩
祗
と
咽
治
を
其
の
支
配
下
に
置
い
て
居
る
篤
に
十
四
姓
可
汗
と
槌
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
娑
葛
に
於
け
る
十
四
姓
可
汗
は
名
皆
共
に
相
膳
っ
て
居
る
。
所
が
彼
の
硝
業
は
長
く
抑
か
す
、
１
　
雲
中
に
根
抵
か
ら
覆
さ
れ
る

　
　
　
　

『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四

迩
命
に
逢
着
し
た
。
間
も
な
く
蘇
０
　
が
勃
ほ
ハ
し
て
来
て
西
突
灰
に
再
び
突
騎
施
の
勢
力
を
回
復
す
る
が
、
右
に
述
べ
た
如
く
彼
は
突

騎
施
の
正
統
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
別
種
の
出
身
で
あ
る
。
故
に
彼
が
娑
葛
の
後
を
隨
い
た
と
云
ふ
事
は
賢
際
に
は
言
へ
な
い
の
で

あ
り
、
十
囚
姓
可
汗
の
搦
莞
も
収
っ
だ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
事
賓
萍
祓
が
十
四
姓
可
汗
と
柳
さ
れ
た
例
は
一
っ
も
な
く
、
現
皆
を

見
て
も
葛
濯
裕
咽
消
沈
既
に
背
き
去
っ
て
居
る
０
で
あ
る
。
か
ら
、
十
川
姓
可
汗
等
と
栃
せ
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
故
に
十
四
姓

可
汗
な
る
栃
肢
は
娑
葛
に
は
通
用
し
て
も
共
の
他
の
突
騎
施
可
汗
に
は
全
く
通
用
し
な
い
０
で
あ
る
。
蘇
祗
は
混
殴
の
中
よ
０
部
衆

を
糾
合
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
初
期
に
は
其
の
勢
力
範
圖
は
西
突
吸
十
姓
を
出
で
ｘ
居
な
い
筈
で
あ
る
。
阿
史
那
献
以
外
に
十
姓
可

汗
と
呼
ば
る
べ
き
人
物
は
蘇
祗
よ
り
外
に
な
い
で
あ
ら
う
。

　

今
少
し
く
営
時
の
舷
勢
を
設
討
し
て
見
よ
う
。
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町

　

酉
突
。
賊
０
那
燈
心
叛
は
阿
史
郎
献
に
よ
っ
て
開
元
二
年
の
三
月
に
平
定
せ
ら
れ
た
。
一
方
縦
突
吠
０
獣
啜
も
老
衰
し
て
其
の
勢
は

往
年
の
お
も
か
け
は
な
く
な
っ
て
来
た
、
同
年
九
月
ド
子
に
は
葛
米
祗
等
の
部
落
は
涼
州
に
出
で
ゝ
降
っ
た
（
誦
心
胸
呼
。
タ
十
月

に
は
胡
４
　
扇
子
の
諸
部
が
北
征
に
於
い
て
降
っ
だ
事
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
（
廿
。
通
諮
問
元
三
年
夏
四
月
の
條
に
は
、

　

以
右
刎
林
大
竹
～
前
納
径
加
州
鏝
人
總
竹
。
赤
水
等
車
並
受
節
度
、
回
ぶ
州
、
左
術
丿
将
～
郭
虔
坦
Ｂ
朔
州
沢
大
總
管
、
和
戌
等

　

軍
萌
心
入
節
度
、
居
井
州
勒
兵
、
以
愉
獄
畷
、
毘
椴
聾
兵
黎
鵬
証
・
祀

　

胡
４
　
屋

　

獄
尼
施
作
で
七
万
千
行
北
庭
那
護
湯
冷
恵
左
散

　

。
騎
Ｉ
侍
解
改
等
良
兵
救
之
、
五
月
子
辰
救
嘉
八
等
、
斜
葛
鍬
祗
胡
緑
川
足
尼
施
及
定
逡
治
大
總
竹
阿
史
那
献
、
互
利
樹
援
。

と
あ
る
の
は
、
麿
啜
が
店
に
内
附
せ
し
め
ら
れ
た
紀
勒
突
以
の
諸
族
多
万
収
す
る
篤
に
行
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
・
ら
う
。
通
鑑
考
異

冷
寸
問
匹
二
年
正
川
の
條
に
引
か
れ
た
玄
示
の
沼
に
は
、

ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旅
字
陀
？

　

宜
令
北
庭
郡
諾
湯
嘉
悳
典
葛
舞
祗
・
胡
圧
等
相
良
、
安
阿
部
駿
呂
休
環
典
鼠
尼
施
相
良
。

と
あ
り
、
‐
安
西
方
面
咄
獄
べ
に
対
抗
し
か
共
同
戦
線
に
お
っ
た
事
が
分
る
。
獄
尼
施
と
０
問
係
か
ら
し
て
之
は
常
然
し
か
あ
る
べ
き

事
で
あ
る
。
此
の
峨
役
の
結
末
は
何
等
明
か
で
た
い
が
'
　
Ｅ
ｌ
脂
は
翌
四
年
に
抜
兜
固
を
討
伐
し
勝
祐
侍
ん
で
転
隔
し
た
篤
に
遂
に
途

中
で
幽
殺
さ
れ
た
。
唐
に
と
っ
て
最
大
の
敵
は
Ｉ
先
づ
茲
に
沁
減
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
闘
元
三
年
に
唐
の
一
四
域
維
畳
の
諸

機
開
は
獣
啜
に
對
し
て
節
て
東
方
に
動
員
や
ら
れ
た
篤
に
、
西
方
に
は
大
き
な
虚
隙
が
作
ら
れ
た
ら
し
い
。
突
騎
施
蘇
祚
の
勁
ほ
ハ
は

此
の
能
勢
に
よ
っ
て
充
分
に
誘
致
せ
ら
れ
た
。
新
店
古
門
突
成
似
に
は
織
臓
の
認
に
阿
史
那
駄
と
湯
嘉
恵
と
が
釦
折
角
し
か
事
を
述

べ
、
次
い
で
、
於
址
突
騎
施
陰
幸
辺
隙
『
故
０
　
乙
谷
師
、
身
入
朝
。
玄
に
示
不
許
、
と
あ
る
。
年
代
は
記
し
て
な
い
が
、
貿
治
通
糾
問

元
五
年
五
日
の
條
に
は
鼠
が
葛
爆
祗
を
斐
し
て
之
を
討
た
ん
と
し
た
が
玄
宗
は
許
さ
れ
た
か
っ
た
と
あ
る
。
訟
と
し
て
に
四
突
成
に

於
け
る
自
己
心
勢
力
が
蘇
祗
に
侵
食
さ
れ
る
の
は
堪
へ
琉
い
所
で
あ
っ
た
に
相
違
な
炉
。
所
が
唐
廷
で
は
蘇
綿
を
開
元
三
年
に
既
に
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お

左
刎
林
大
将
軍
金
方
道
維
略
大
使
と
な
し
、
今
叉
彼
を
順
國
公
に
１
　
立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
新
唐
書
西
突
戦
傅
に
は
前
掲
の
文

に
引
続
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

詔
左
武
衛
中
郎
将
王
座
持
節
安
尉
、
方
０
　
石
突
騎
施
都
督
車
鼻
徴
蘇
録
爵
順
國
公
。

と
述
べ
て
居
る
。
通
鑑
の
開
元
四
年
八
月
の
條
に
は
、
蘇
録
が
自
ら
立
っ
て
可
汗
と
な
っ
た
事
を
記
し
て
居
る
か
ら
、
翌
五
年
の
此

の
處
置
は
そ
れ
に
旛
じ
て
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
所
が
既
に
蘇
祗
は
此
の
時
安
西
方
面
に
大
軍
を
動
員
し
て
居
た
篤
に
、
彼
を

附
立
す
る
ま
で
に
は
至
ら
た
か
っ
た
ら
し
い
。
新
唐
書
は
更
に
俯
け
て
次
ｏ
如
く
述
べ
て
に
る
。

。
而
突
騎
施
已
閲
撥
換
大
石
城
、
将
取
四
鎖
、
會
〔
湯
一
嘉
忠
行
安
西
副
大
部
護
、
印
哲
二
姓
葛
灘
。
録
兵
、
呉
献
共
布
之
。

安
西
副
大
部
護
は
親
王
が
部
護
を
逞
領
し
た
場
合
に
現
地
で
賓
際
の
指
揮
を
取
る
長
官
の
名
柳
で
あ
る
・
新
唐
書
戸
］
郭
虔
珊
憐
に

　

映
王
篤
安
西
都
諧
、
詔
虔
律
篤
剛
、
虔
瑠
呉
安
撫
招
慰
十
姓
可
汗
使
阿
史
那
飢
数
持
異
、
交
訴
諸
朝
。

と
あ
る
が
、
是
に
て
分
る
如
く
初
代
０
安
西
川
大
都
護
は
郭
虔
律
で
あ
る
。
鋏
王
が
安
西
都
謹
を
逞
領
し
た
の
は
開
元
四
年
正
月
で

あ
る
が
（
皿
Ｊ
警
郭
虔
律
は
開
元
三
年
か
ら
安
西
部
護
で
あ
’
・
、
四
年
に
至
っ
ｔ
唯
名
柵
が
鍵
っ
た
だ
け
ミ
依
然
と
し
７
事
賓
上

の
安
西
の
長
官
で
あ
っ
た
。
郭
虔
班
と
阿
史
那
紡
Ｔ
ゐ
確
執
に
就
い
て
は
、
新
唐
害
心
芹
杜
達
傅
に
前
に
も
引
用
し
た
が
ゝ

　

開
元
四
年
以
監
察
御
史
覆
屯
他
薦
、
公
安
西
副
都
護
郭
虔
濯
典
西
突
噺
可
汗
阿
史
那
献
鎖
守
使
劉
洞
慶
退
相
訟
。

と
や
り
、
二
人
が
「
撒
持
異
、
交
訴
諸
朝
」
と
か
、
杜
逞
が
至
っ
た
時
に
［
更
相
訟
］
し
か
と
か
お
り
、
之
に
よ
る
と
爾
者
ｏ
不
和
は

開
元
四
年
以
前
に
始
ま
っ
て
居
る
ら
し
い
。
且
ハ
の
原
因
は
如
何
な
る
所
に
胚
胎
す
る
も
ｏ
か
今
知
る
由
も
な
い
が
、
其
の
悪
結
里
心

一
つ
は
對
突
騎
砲
問
芭
に
於
い
て
露
‥
こ
す
る
に
至
っ
だ
。
玄
宗
が
王
悳
を
し
て
痙
ら
し
め
た
詔
勅
に
八
、

　

或
云
、
突
騎
施
圃
石
城
、
献
所
致
也
、
葛
復
祗
栃
兵
、
虔
瑠
所
俎
也
。
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乱

　

と
あ
る
。
前
牛
妁
文
は
匹
の
責
任
を
問
ふ
虔
願
側
０
非
難
で
あ
ら
う
し
、
後
牛
０
文
は
献
が
取
ら
ん
と
し
た
處
置
に
對
す
る
虔
朧
の

　
　

態
度
へ
の
攻
俗
士
こ
ら
う
。
此
の
場
合
に
い
づ
札
に
非
が
あ
ら
う
と
も
官
面
の
問
Ｕ
と
し
て
は
、
唐
は
急
速
に
班
態
を
好
緯
せ
し
め

　
　

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　

卵
大
汗
が
趾
け
ら
牡
湯
岨
思
が
安
西
川
大
都
岫
に
た
っ
た
０
に
か
ｘ
る
内
随
に
由
来
す
る
。
開
元
三
年
川
月
に
北
庭
私
護
で
。
お
り

九
湯
肩
思
は
、
か
く
し
て
叩
九
五
年
秋
七
月
に
は
大
西
副
大
福
謳
と
し
て
出
現
し
、
阿
史
那
以
と
相
聯
絡
す
る
の
で
あ
る
（
２
１
四
皿
肛

の
伴
。
開
元
友
・

年
秋
七
月
の
心
～

　

帝
〔
玄
Ｉ
一
将
詔
王
座
員
相
経
略
、
宰
相
臣
煙
臣
頌
日
、
突
騎
施
叛
、
葛
茸
節
攻
之
、
此
夷
秋
自
相
残
、
非
朝
廷
出
也
。
大
者
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萌
縁
い
・
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｒ
’
゛
Ｆ
‘
”
。

　

小
者
滅
、
皆
我
之
利
、
方
玉
よ
往
挑
尉
窓
不
可
寸
言
言
乃
止
、
以
１
　
以
娑
掲
疆
狼
不
能
制
よ
麗
長
子
心
言
言

蘇
祚
０
安
囚
攻
撃
は
、
平
態
が
重
大
な
の
で
玄
宗
は
更
に
王
恵
七
迫
は
し
て
経
略
せ
し
め
ん
と
し
た
。
が
常
時
廟
堂
に
參
割
し
て
居

た
宋
岫

　

蘇
回
は
突
騎
施
と
葛
泄
祗
と
の
抗
争
に
な
斗
Ｉ
工
合
０
　
王
志
が
軍
事
に
総
は
る
事
を
止
め
て
居
る
。
兎
も
角
此
の
事
件
に

よ
っ
て
唐
執
０
方
針
は
完
全
に
侵
犯
せ
ら
れ
た
。
即
ち
突
騎
施
が
０
　
大
に
な
り
っ
士
の
る
０
に
鑑
み
ブ
て
れ
が
葛
萍
４
　
と
拉
抗
剛
争

す
る
の
は
唐
の
殼
も
よ
し
と
す
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
で
之
を
和
解
せ
し
め
た
０
、
或
は
具
０
一
方
に
味
方
し
て
他
方
を
圧
服
し
事
態

を
強
制
的
に
安
定
廿
レ
め
る
０
は
、
必
要
の
な
い
所
か
反
っ
て
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ
て
来
る
。
阿
史
那
副
が
葛
衡
祗
‘

を
授
け
て
突
騎
作
と
９
　
胆
せ
ん
と
す
る
の
は
こ

こ
っ
か
な
い
。
し
か
も
に
に
脳
は
此
の
蘇
祚
０
安
西
辻
攻
事
件
の
後
開
元
六
年
五
月
に
は
、
蘇
０
　
ヤ
ー
順
國
公
に
封
じ
金
方
道
経
略
大
使

に
な
し
て
｛
ぺ
い
ぺ
い
｝
専
ら
之
を
瓢
曝
せ
ん
と
の
み
計
り
川
し
か
・
か
く
し
て
阿
史
那
状
に
常
然
茲
に
失
脚
す
べ
き
迩
命
に
際
會
し

た
。
も
は
ヤ
彼
の
有
在
は
仝
・
然
膚
の
西
城
維
管
に
と
っ
て
必
要
が
な
い
。
新
鵬
書
方
鎖
表
に
同
元
六
年
に
か
け
て
、
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安
西
都
護
領
四
謳
節
度
支
度
経
略
使
、
副
大
部
護
領
蛸
顔
節
度
支
度
経
略
等
、
治
西
州
。

　
　

と
あ
り
、
債
西
箇
・
良
枝
が
安
西
湖
大
部
崖
に
殖
ぬ
ら
れ
た
事
を
云
ふ
の
は
、
献
が
此
の
時
覆
顔
節
度
使
を
退
い
だ
か
ら
で
あ
」
ら
う
。

　
　

唐
は
か
く
し
て
蘇
祗
を
西
突
獣
十
姓
い
統
一
勢
力
と
し
て
公
認
す
る
に
至
っ
た
。
通
鑑
が
翌
開
元
七
年
九
月
千
子
の
條
に
か
け
て
。

　
　
　

匝
昇
突
騎
施
蘇
緑
篤
忠
順
可
汗
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　

と
あ
る
の
は
、
蘇
祗
の
十
姓
に
於
け
る
剔
幄
に
對
し
て
唐
が
公
々
然
と
承
詔
を
典
へ
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
初
代
債
西
節

　
　

度
使
は
名
賓
共
に
唐
自
ら
に
よ
っ
て
詐
滅
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

’

　
　
　

債
西
節
度
使
０
鍾
戌
地
に
就
い
て
は
、
史
上
に
何
等
明
記
が
な
い
。
前
に
自
分
は
債
西
だ
号
泣
を
解
し
、
漢
代
の
「
西
域
」
よ
り

　
　

は
更
に
廣
い
意
味
七
於
い
て
唐
代
の
西
域
、
少
く
と
も
北
庭
安
西
已
西
の
西
突
蕨
０
本
蕃
並
に
属
蕃
の
地
で
あ
ら
う
と
推
定
し
て
お

　
　

い
た
・
此
の
１
　
祭
に
し
て
大
過
な
け
れ
ば
値
顔
節
度
使
の
根
縁
地
と
し
て
は
、
一
兄
姉
葉
を
措
い
て
他
に
適
富
な
地
を
求
め
得
ま
い
、

　
　

成
程
郭
虔
瑠
と
阿
史
那
献
と
０
不
和
０
際
に
は
、
碑
葉
鎖
守
使
乙
劉
洞
慶
が
献
の
翔
に
附
い
て
尉
た
。
郭
虔
宰
が
突
騎
施
の
攻
撃
は

　
　

飢
の
致
す
所
だ
と
非
難
し
て
居
る
の
も
肯
け
る
。
突
騎
施
の
安
西
攻
撃
は
新
唐
書
西
突
販
傅
に
、

　
　
　

突
騎
施
已
削
撥
換
大
石
城
、
将
取
四
鎖
・

　
　

と
お
・
り
、
先
づ
撥
換
大
石
城
方
面
に
行
は
れ
た
事
を
示
し
て
居
る
か
ら
、
興
處
に
至
る
経
路
は
姉
葉
方
面
を
措
い
て
他
に
な
い
。
阿

　
　

史
那
訟
の
腹
心
が
駐
屯
し
て
居
な
が
ら
、
何
等
の
工
作
ナ
る
所
な
く
し
て
之
を
池
過
せ
し
め
た
た
ら
ば
責
任
は
常
然
献
に
あ
る
。
郭

　
　

虔
増
０
非
難
０
由
っ
て
来
る
所
以
で
は
な
い
か
。
更
に
此
０
問
題
に
就
い
て
、
杜
達
が
硝
西
に
赴
き
突
騎
施
の
帳
中
に
入
っ
て
調
査

　
　

を
行
っ
た
二
心
］
い
こ
じ
と
云
ふ
か
ら
に
べ
兪
Ｔ
碑
茫
は
妙
西
の
中
心
と
兄
て
差
支
へ
な
い
・
貰
し
か
よ
令
調
査
は
突
騎
施
の
中

8
7

　

心
に
對
し
て
な
さ
る
べ
く
ノ
し
か
心
突
騎
ぬ
は
常
時
は
今
や
前
に
祚
莫
に
入
ら
ん
と
す
る
態
勢
を
堕
へ
て
居
・
瓦
か
ら
で
あ
る
。
鳥
質

５－



お

　

廊
・
娑
葛
の
時
代
に
突
騎
施
が
辞
・
結
を
占
領
し
之
を
大
牙
と
な
し
て
居
⑤
皿
訃
づ
平
等
ｉ
右
１
　
は
七
れ
ば
よ
い
・
然
ら
ば
債

　
　

西
節
・
厦
使
の
根
肆
地
は
帰
葉
で
あ
る
九
１
　
１
　
に
断
言
し
て
ょ
い
ｏ
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　

新
店
書
方
汪
表
の
問
。
士
八
年
の
閃
に
は
、

　
　
　

つ
安
四
　
　
雨
大
高
説
鎖
砧
四
卵
良
支
長
紅
０
　
万
。
治
河
州
。

　
　

な
る
一
伺
が
あ
・
る
。
此
り
一
川
は
汗
西
賢
次
使
の
根
峠
地
が
問
州
に
お
っ
た
０
で
は
な
い
か
と
思
は
せ
る
も
０
で
あ
る
が
、
西
州
は

　
　

支
所
州
の
意
と
も
れ
れ
る
ド
口
内
○
次
使
は
唐
０
西
域
諸
機
開
の
３
　
高
指
揮
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
所
在
が
帰
葉
０
如
き
突
出
し

　
　

た
所
に
進
ん
で
居
ろ
の
も
ど
う
か
と
思
は
れ
ろ
結
局
本
来
の
任
拐
か
ら
し
て
帰
斐
が
其
乃
重
要
だ
工
９
　
嫁
勁
で
あ
り
か
事
の
み
し
か

　
　

指
痢
し
得
た
い
で
あ
ら
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　

七

　

結

　
　
　

論

　

さ
て
兪
Ｔ
本
文
回
頭
に
掲
げ
た
新
店
書
焉
１
　
傅
０
記
事
に
返
ら
う
。
債
西
節
度
使
は
開
元
六
年
に
退
却
し
、
代
っ
て
休
縁
の
絹
握

は
公
に
認
め
ら
れ
た
砧
西
節
度
使
の
工
作
嫁
勁
一
の
辞
斐
は
常
然
茲
に
拠
察
せ
ら
れ
る
。
開
元
七
年
に
十
姓
可
汗
が
辞
葉
に
居
ら
ん
事

を
躍
う
だ
の
に
、
砿
望
を
麹
有
し
て
名
皆
北
ハ
に
西
突
順
十
姓
に
升
臨
せ
ん
が
篤
で
あ
る
。
か
く
し
て
問
元
七
年
の
十
姓
可
汗
こ
そ

は
同
年
に
新
八
店
書
通
鑑
共
の
他
に
ホ
順
可
汗
と
し
て
あ
ら
は
れ
た
突
騎
施
蘇
緑
に
外
な
ら
な
い
。
松
川
學
士
の
如
く
十
姓
可
汗
を

阿
史
那
献
と
し
、
彼
が
此
の
時
砂
茫
に
銘
っ
た
も
の
と
す
る
と
、
第
一
に
何
故
に
最
亜
－
の
事
態
に
立
ち
至
っ
て
彼
が
砕
莫
等
へ
進
出

す
る
の
か
解
仰
が
っ
か
た
・
く
な
り
、
ぷ
二
に
同
じ
年
に
西
突
阪
に
は
二
人
の
可
汗
が
同
じ
土
地
に
存
在
し
た
事
に
な
る
。
氏
は
更
に

十
姓
可
汗
を
突
騎
施
可
汗
と
す
る
と
、
烏
質
勒
娑
葛
等
が
既
に
古
領
し
て
居
た
砕
葉
に
開
元
七
年
把
至
っ
て
改
め
て
移
ら
ん
事
を
請
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ふ
の
は
頗
る
を
か
し
い
と
云
は
れ
る
。
し
か
し
突
騎
施
可
汗
と
は
云
へ
、
鳥
質
勒
・
娑
葛
と
蘇
緑
の
場
合
で
は
條
件
が
全
く
異
っ
て

　
　

居
る
。
其
の
賓
情
は
前
哭
に
述
べ
た
通
り
で
今
再
論
の
娶
は
な
い
け
れ
ど
も
、
鳥
質
勒
娑
葛
４
　
代
０
突
騎
施
は
一
１
　
潰
滅
し
た
の
で

　
　

あ
り
、
其
處
に
唐
の
對
十
姓
工
作
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
債
西
節
度
使
た
る
駄
が
碑
葉
方
面
に
工
作
す
る
間
は
、
同
じ
土

　
　

地
に
桔
抗
す
ろ
勢
力
家
が
出
る
筈
は
な
い
・
出
れ
ば
貞
ち
に
都
樅
の
如
く
撃
滅
せ
ら
れ
る
の
心
あ
・
る
・
蘇
祗
は
突
騎
施
の
「
別
種
」

　
　

で
あ
り
、
娑
葛
０
黄
姓
系
な
る
に
對
４
　
て
黒
姓
系
で
あ
る
。
娑
葛
が
肺
葉
に
あ
っ
て
金
盛
を
極
め
た
時
代
に
蘇
祗
０
部
落
は
肺
葉
の

　
　

西
北
に
窮
姫
し
て
居
た
０
で
あ
る
。
彼
は
娑
葛
と
は
全
然
別
の
系
統
で
あ
る
。
故
に
彼
が
開
元
七
年
に
潰
所
節
度
使
の
も
｛
お
重
要

　
　

抹
勘
０
｝
た
る
肺
葉
へ
移
ら
ん
と
し
、
之
を
正
式
に
唐
朝
へ
請
う
だ
の
は
極
め
で
穏
常
な
態
度
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　

き
り
な
が
ら
肺
葉
鎖
を
拠
案
し
て
突
騎
施
に
侃
ハ
ヘ
る
事
は
唐
に
と
っ
て
は
京
大
な
問
題
と
た
る
。
蘇
録
は
表
面
恭
順
を
装
う
て
は

　
　

居
る
が
決
し
て
野
心
が
な
い
の
で
は
な
い
。
新
唐
書
西
突
獣
傅
に
は
。

　
　
　

然
混
淆
不
純
臣
于
唐
、
天
子
嘱
係
之
、
進
芸
忠
順
可
汗
。

　
　

と
あ
る
如
く
読
淆
な

　

が
故
に
、
唐
は
充
分
之
七
警
戒
し
て
居
る
。
肺
葉
０
地
は
軍
事
上
経
臍
上
の
要
衝
で
あ
る
。
疏
勒
・
撥
換
大

　
　

石
城
・
剔
茲
∴
焉
香

　

輪
毫
に
そ
れ
ぐ
直
接
に
公
道
が
伸
び
て
居
る
。
今
疏
勒
諭
茲
輪
豪
方
面
に
は
各
よ
軍
除
が
駐
屯
し
て
之
に

　
　

備
へ
て
居
る
。
た
Ｉ
焉
香
の
み
が
何
等
０
施
設
を
持
っ
て
居
な
い
。
し
か
も
焉
香
た
る
や
、
太
宗
高
宗
時
代
の
例
の
示
す
如
く
西
突

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

　
　

灰
方
面
と
頗
る
密
接
な
開
係
が
あ
る
。
安
西
副
大
都
護
と
し
て
所
西
節
度
使
を
粂
ね
し
め
ら
れ
た
湯
嘉
恵
は
、
突
騎
施
控
制
の
責
任

　
　

上
焉
香
に
も
備
を
な
さ
ゞ
る
を
得
た
い
。
焉
香
の
四
鵬
編
入
と
云
ふ
の
は
か
ゝ
る
事
情
に
基
い
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
・
。

　
　

前
芸
に
於
い
て
は
肺
葉
に
多
く
の
ン
グ
ド
商
人
が
入
り
込
ん
で
居
・
だ
事
。
を
述
べ
た
。
然
し
て
今
や
そ
の
肺
葉
頷
を
拠
棄
丁
る
の
で
あ

砂

　

る
・
故
に
肺
葉
鵬
の
拠
案
は
必
然
的
に
ン
グ
ド
人
の
東
方
通
商
の
監
督
板
の
拠
案
を
も
意
味
す
る
。
玄
宗
が
詔
し
て
焉
１
　
狐
茲
疏
勒
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凹

　

于
圓
を
し
て
西
域
の
毀
を
征
せ
し
め
、
北
道
に
よ
る
も
０
は
輪
１
　
を
し
て
征
せ
し
め
た
と
云
ふ
の
は
、
結
局
倅
葉
に
於
け
る
従
前
Ｏ

　
　

監
督
樅
を
如
上
り
諸
鎚
に
分
割
付
典
し
か
も
の
と
見
倣
し
て
よ
い
。

　
　
　

か
く
し
て
砕
葉
錨
は
開
元
末
に
蓋
海
運
が
突
騎
施
征
討
を
行
ふ
ま
で
は
一
時
拠
棄
さ
れ
、
唐
の
西
域
糾
畳
は
一
歩
後
退
を
除
俄
な

　
　

く
さ
れ
た
０
で
あ
る
。

　
　
　

以
上
甚
だ
透
倣
せ
ざ
る
諭
述
も
て
、
河
西
・
柏
西
節
厦
使
０
起
源
か
ら
即
元
七
年
０
十
姓
可
汗
の
問
題
に
ま
で
私
見
を
述
べ
た

　
　

が
、
常
面
ｏ
對
象
が
極
め
て
複
雑
な
恰
幅
論
定
を
必
要
と
し
た
２
　
、
冗
漫
な
記
述
の
姪
絹
に
な
勺
だ
０
は
止
か
を
得
な
い
。

　
　
　

松
川
學
士
に
は
夙
に
此
の
方
面
０
問
鴎
に
就
い
て
偏
自
の
兄
解
£
登
表
せ
ら
０
　
て
居
・
り
、
篤
に
妄
評
に
重
ね
る
に
妾
評
を
以
て
せ

　
　

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
見
解
０
相
違
と
は
云
へ
後
學
自
ら
を
喘
ら
ざ
る
の
非
帽
の
言
は
や
か
ら
御
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
何
卒
御

　
　

寛
客
０
程
を
御
願
ひ
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

補

　

註

　
　
　

の

　

阿
布
思
な
る
名
は
部
族
名
と
し
て
も
人
名
と
し
で
も
川
ひ
ら
れ
る
。
（
羽
田
亨
博
士
「
九
姓
回
収
と
Ｔ
ｏ
ｑ
ｕ
ｊ
　
　
ｏ
＾
ｕ
ｚ
と
の
開
係
を
論
す
」
東
洋

　
　
　
　
　

學
組
第
九
し
五
一
耳
）

　
　
　

Ｃ

　

４
　
田
Ｅ
男
心
Ｊ
一
ノ
ハ
ト
耽
路
に
お
け
る
良
い
に
知
０
　
に
’
い
て
‘
こ
気
昂
首
誌
第
四
二
福
拓
六
肪
犬
一
汗
こ

　
　
　

③

　

松
田
學
士
「
砕
葉
と
指
貫
」
（
市
村
録
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
）

　
　
　

①

　

松
田
學
士
は
此
の
場
合
の
「
安
撫
招
慰
十
姓
可
汗
使
」
を
「
安
鏃
招
慰
十
姓
可
汗
似
西
節
度
使
」
と
見
政
さ
れ
仁
が
如
何
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　

（
砕
葉
と
焉
省
一
二
二
八
頁
）
。

　
　
　

⑤

　

前
松
書
一
一

　

一
九
頁
。
－

⑥⑦

前
掲
書
一
一
二
〇
頁
。

新
店
書
ベ
　
　

　

王
方
翼
悋
を
見
る
と
彼
が
永
淳
初
年
に
阿
史
那
車
薄
啜
と
イ
リ
水
に
戮
つ
だ
時
に
咽
刻
が
床
襲
し
北
事
を
述
べ
、

-
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俄
而
三
姓
咽
劾
兵
十
萬
註
至
。

　
　
　

と
あ
る
。

　

②

　

葛
避
祗
の
向
背
は
逍
牧
民
族
に
と
っ
て
も
次
に
と
っ
て
も
西
域
紅
瞥
上
屡
Ｉ
問
。
題
を
投
じ
仁
。
け
れ
ど
別
記
に
は
単
稿
行
動
を
以
て
か
や
う
な

　
　
　

愛
韓
を
西
域
の
形
９
　
に
貪
ら
し
仁
事
は
な
い
。
咽
躬
の
組
織
は
葛
跳
膿
等
と
同
様
に
は
決
し
て
見
倣
す
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑧

　

大
谷
昼
前
學
士
「
安
西
四
鋼
の
建
置
と
そ
の
異
同
に
就
い
て
」
（
白
鳥
博
士
還
暦
記
念
東
洋
聡
論
叢
二
七
五
頁
≒

附

　

記

　
　
　

本
稿
は
昭
和
十
六
年
の
京
大
東
洋
史
談
話
會
に
梗
概
を
這
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
同
原
稿
作
成
に
常
っ
て
は
身
逡
多
忙
を
倆
め
た
篤
に
不
満

　
　
　

足
の
鮎
が
頗
る
多
い
。
ま
が
り
な
り
に
も
印
刷
に
付
す
る
を
得
包
の
は
仝
べ
先
輩
藤
枝
・
日
比
野
雨
學
士
の
示
教
と
配
慮
に
基
く
も
の
で
あ

　
　
　

る
。
記
し
て
厚
く
御
綴
を
申
し
上
げ
た
い
。
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